






































   The purpose of this study was to compare between those activity intensities of exercise play classes. This study 
measured activity intensity of 6 classes those are (A)parent-child exercise class, (B)infant class of gymnastic, 
(C)infant class of trampoline, (D)kids’ sports school of S university, (E)infant exercise class hosted by F city, 
and (F)"TIP play". As a result, activity intensity was diverse. It was suggested it is important to make combining 
various exercise play class for infant.
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図1. Acti Graph GT3X-BT
Figure1. Acti Graph GT3X-BT
図2. ゴムベルトに装着したActi Graph GT3X-BT














































































Sedentary (%) Light (%) Moderate (%) Vigorous (%) VeryVigorous (%) MVPA (%) ｎ
(A)親子運動 15.50 16.25 64.00 4.08 0.17 68.25 12
(B)体操教室 10.11 9.98 62.00 16.48 1.44 79.92 8
(C)トランポリン 17.75 19.47 46.37 7.32 9.10 62.79 5
(D)S大キッズ 10.06 7.74 72.44 9.58 0.18 82.20 10
(E)F市教室 9.72 9.56 68.55 10.87 1.31 80.73 12
(F)TIPあそび 16.11 11.89 57.31 15.46 5.00 77.77 46
表3.運動強度の結果
Table3. Result of activity intensity
図3.運動強度とMVPAの結果
Figure3. Result of activity intensity and MVPA
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動かす時間があったが、種目の特性上、並ん
で待つことも多い事が、このような結果に結
びついたと考えられる。
　（C）のトランポリンの幼児クラスにおいて
は、MVPAの割合が最も低く、歩数も明らか
に少ない結果となった。その理由の一つとし
て、待ち時間が長いことがある。しかし、そ
れだけをみて運動量をもっと増やすべきであ
るとはいえない。Very Vigorousの割合が飛び
抜けて高い事をみると、トランポリン教室の
主運動であるトランポリンでのジャンプは、
運動強度がかなり高いといえる。そのため合
間に一定の休養は必要で、ある意味バランス
がとれていると言ってよいかもしれない。
　（D）のS大学キッズスクールでは、MVPA
は高く、歩数はあまり多くない結果となった。
このスクールは特定の種目に寄らず、運動の
得意な子も、苦手な子も楽しめるように学生
主体で行われている。そのため、あまり運動
強度を高めすぎず、また飽きさせないよう説
明時間も短くすることを強く意識しているた
め、このような結果になったと推察される。
　（E）のF市主催の運動遊び教室においては、
MVPA、歩数ともに高くなった。この教室は
トランポリンを含むサーキット系の遊びが主
体であったことが、結果に反映されていると
考えられる。
　（F）のTIP遊びにおいては、MVPAはそん
なに高くなかったものの、Vigorous以上の割
合が非常に高く、歩数も多い結果となった。
TIP遊びは、静岡産業大学が提唱するスポー
ツ保育の考え方に基づき、楽しみながら、様々
な運動能力にバランス良く刺激を与えられる
ようにと考えられたものである。また、自由
あそびではないものの、なるべく自由に遊べ
るようにしてありつつも、保育者も積極的に
関わるようにすることで、運動量を増やす工
夫がなされていることが、この結果の要因で
あると考える。
　以上の事から、同じ幼児を対象とした運動
遊び教室であってもタイプは様々でMVPAに
おいても20％近く低いものもあれば、その一
方で高強度な活動を多く含むなど、教室にも
多様性があることが明らかである。幼児にお
ける運動遊びを考えると、いくつかの教室を
組み合わせて経験できるようにすること、あ
るいは、運動遊びの教室を上記のような様々
なタイプの教室の特性を組み合わせたものに
していくことが、運動遊びの多様性という意
味では重要である事がわかった。
Ⅴ.まとめ
　今回、6つの運動遊び教室の運動強度の割
合と、歩数を測定した。その結果、それぞれ
に多様な特徴が見られた。いくつかの教室に
参加出来る環境作り、あるいは教室の中で多
様なタイプの遊びの展開が、幼児の多様な運
動遊び経験には重要である事が示唆された。
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